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今月の定例会は

3月

6月9月

12月

本会議動画配信
配信中

議会だよりが
読めるアプリ

議 会 を 　 　 の 生 の 声観 て
6月定例会の傍聴者数のべ108人、ライブ配信再生回数821回  録画配信再生回数245回(7/15時点)  

　初めてオンラインで議会を傍聴しました。
最近目まぐるしく変わる大津町の状況を議員の皆さんがどのように考えてられ
るのか気になったこと、また、普段お世話になっている方が議員になられた
ことが傍聴のきっかけです。
　SNS などでは、意見がまとまらず行政が立ち行かなくなるような話も見聞
きすることがありますが、大津町議会では、町民の暮らしを良くするために
真剣に話し合われていることが伝わってきました。
　これからも町長はじめ、議員の皆様や役場の方々が町民のために尽力して
くださることで、今以上に暮らしやすく良い大津町になると思います。

町を動かす現場を見た

興梠　寿宏さん
（大津）

こうろぎ　　としひろ

　6月11日議会傍聴をしました。 TSMCが来てから地下水や環境が心配で傍
聴にきました。私は結婚して埼玉県所沢市から30年前に大津町に来ました。
所沢では、子どものアトピーがひどかったのですが、大津町にきて半年でよく
なりました。熊本の空気と水道水が美味しいからだと思います。
　最近の大津町は環境の変化や地下水がとても気になります。一般質問の
中で「熊本県は地下水の将来予測を5年先まで」しか示さないそうですが、「長
期的に20年先まで将来予測は必要」との一般質問に金田町長が「県に20年
先まで長期的に見ていくよう要請していく」と言われました。ぜひ強く県に要
請していただきたいです。よろしくお願いします。

大津町の環境や地下水を守ってほしい

あら き　　  さち こ

荒木　幸子さん
（高尾野）

令和7年8月1日　第112号　発行／熊本県菊池郡大津町議会
編集／議会広報編集特別委員会　印刷／株式会社キャップ
〒869-1292　熊本県菊池郡大津町大津1233   ☎（096）293-8989

編 集 後 記
次回定例会は

9月2日(火)開催予定
（日 程 は変 更になる場 合 が あります）
日程　9月2日（火）～22日（月）（予定）
会場　庁舎　４階　議場

▼例年より梅雨が短く、暑い毎日が続いていますが、みな
さまいかがお過ごしでしょうか。熱中症に十分気をつけ、
お身体ご自愛いただき、暑い暑い夏を乗り切っていただき
ますようお祈り申し上げます。▼今回初めて、議会だよりの
ウェブアンケートを実施することにしました。以下の二次
元コードをスマートフォンなどで読み取っていただき、設問

に答える方式でいつでも簡単に送信する
ことができます。ぜひお気軽にアンケー
トにお答えください。いただきましたご意
見を参考に、誌面の更なる充実に
取り組んでまいりたいと思います。      
　　　　　　　　　　　　　（清原）

議会広報編集特別委員会
編　　   集：(委員長）大村 裕一郎  （副委員長）清原 さおり
 　 （委　員）三宮 美香/村山 龍一/中山 直之
発行責任者：(議　長）坂本 典光

大津小学校6年生 出前講座で議会を学ぶ（P19に記事）



23

若
い
力
で
、住
民
の
暮
ら
し
と

自
然
を
守
り
ま
す

子
ど
も
が
輝
け
ば
、

地
域
が
輝
く

「
共
育
・
地
域
協
働
」

 

日
本
一
の
町
へ

「
共
育
・
地
域
協
働
」

 

日
本
一
の
町
へ

む
し
ゃ
ん
よ
か

大
津
町
に
し
ま
す

む
し
ゃ
ん
よ
か

大
津
町
に
し
ま
す

強
い
大
津
町
を
創
る
に
は

前
進
あ
る
の
み

大
津
町
の
未
来
と
と
も
に

情
熱
と
誠
意
で
将
来
に

責
任
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
し
ま
す

田代　元気
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　096-221-8104 ／吹田
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岩下　啓史
文教厚生常任委員会

　080-6415-5078／吹田

いわ  した　      けい  し

中山　直之
総務常任委員会
広報編集特別委員会

   070-8314-9958／岩坂

なか  やま　     なお  ゆき

清原　さおり
文教厚生常任委員会

広報編集特別委員会（副委員長）
　 090-9576-9824 ／美咲野

きよ はら

大塚　勝二
総務常任委員会

　090-4988-3972／室

おお つか         かつ   じ

村山　龍一
議会運営委員会（副委員長）
総務常任委員会（副委員長）
広報編集特別委員会

　 090-1340-7892／矢護川

むら  やま　    りゅう いち

皆さま よろしくお願いいたします。
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45 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

今回の予算は肉付け予算となります。上に挙げた予算以外にも様々な
事業予算が上程され可決となりました。

子育てを応援ーーーーーーーーーー
・学童保育施設補修工事　　　　　　　　     ６０3万円
・子育て世帯訪問支援事業委託　　　　　     ７４万円
・子育て応援商品券事業　　　　　　　　     ３９０7万円
高齢者福祉を充実ーーーーーーーーーーーーー
・ユニバーサルデザインｅ-スポーツ事業　　     ４4万円
・一般介護予防教室業務委託（健康まる塾）　　    ４３万円
運動の習慣化を推進ーーーーーーーーーーーーーーー
・健康推進事業委託（トレーニングジム個別指導）   ２６万円
観光を推進ーーーーーーーー
・岩戸渓谷遊歩道復旧工事追加測量設計業務委託   ４００万円

令和７年度補正予算が成立しました
６月定例会は、６月４日から１３日の１０日間の会期で開催され、町長提案の
一般会計をはじめとする議案８件、最終日に追加された議案２件の

計１０件が審議され、可決されました。
また、一般会計では約２７億円が増額補正され
合計１８５億９５３９万６千円となりました。

〈介護保険〉
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議員の賛否を公開します

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否の分かれた議案のみ掲載しています。
■賛否表　　○は（賛成）　　●は（反対）　　棄は（棄権）　　欠は（欠席）
　その他の議案については議会ホームページをご覧ください。

大津町議会 検 索
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土地の取得について
令和７年度大津町工業団地整備事業特別会計  補正予算

　　町民が台風など災害時に、町内のホテルへ避
難される場合や大規模災害の際、近隣市町村の人
が町内のホテルを利用する際にも宿泊税を徴収す
るのか。また、学校行事などで宿泊する児童・生
徒・学生からも同じように宿泊税を徴収するのか。

　　学校行事や避難所として活用した場合の宿
泊税については、先進地事例も参考にしながら
慎重に検討していく。

　　医療費抑制のためには、医療データや健康
データの取得・分析と、その結果に基づいた適切
な施策を実施すべきではないか。

　　施策にあたっては、データ分析は大変重要だ
と思っているので、どのようなやり方が良いのか
検討して必要に応じて予算化していきたい。

　　子育て応援商品券は、価格高騰の影響が大
きい妊婦や子育て世代の負担軽減のためである
が、利用を町内限定とすることで、町内事業者の
経済支援にもつながると思う。目的と効果まで説
明しないと町の姿勢、思いが伝わらない。

　　この事業を策定する際、物価高騰などで苦
しむ子育て世代の支援を通し、町内の事業者に
もメリットがある施策をしたいと町の思いがあっ
た。町内限定にしたことで、経済対策も含め、そ
の気持ちはしっかりもっている。

　　体育館空調設備導入で、災害時あるいは停
電時と使用可能なフル稼働で72時間、３日間は
大丈夫という事であるが、想定外も考えられる。
例えば、４日以上電気が復旧しない場合、町はど
う考えているのか。

　　72時間を設計の基準としている。これは、
災害発生後、72時間で国や地方自治体の支援が
本格的に始まる時間での設定である。また、ガス
の供給は町内の供給事業者で可能であると考え
ている。

　　大津小学校増築棟検討設計業務について、
灰塚や新地区など遠距離通学をしている児童も
いることから、南小の建て替えと並行し校区の見
直しも行っていくべきではないか。

　　校区の見直しについて、これまで町として主
体的に動いた事案はないが、今後、必要な事項だ
と考えている。町長、教育長とも相談し方向性を
決めていきたい。

　　町で使っている健康測定器（インボディ）は
正確なデーターが取れ優れた機械である。その成
果を医療の専門家を交えて町民の健康づくりを
評価し、今後の健康づくり事業に活かす予定はあ
るのか。

　　専門的見地を取り入れて、健康づくり事業の
評価などをする中で検討課題の中に取り入れて
活かしていく。

　　大津小学校の学童保育施設の周辺をかさ上
げし、雨水時の冠水を緩和するとの説明だが、か
さ上げした水はグラウンドに流れる。学校からも
結構改善の声を聞く。グラウンドの冠水改善を学
童の施設のみならずできないものか。

　　職員が、すべての学校を回って施設の点検を
行う予定であり、グラウンドの件も含め、その時
に詳しく話を聞く。

　　防災設備倉庫内に常時数量確認を行うため
に整理棚を設置するという事だが、倉庫を最大限
利用するためには、多段層の整理棚が必要だ。将
来的にはフォークリフトの導入を考えるべきだ。

　　備品棚の購入は現在、入っている備品の数
量や大きさなどに応じた備品棚の購入数を考え
ている。フォークリフトについて、現在考えてい
ない。しかし、使いやすいのであれば検討する。

　　県営事業負担金の矢護川地区の838万円の

圃場整備の内容はどうなっているのか。

　　圃場整備事業の工事費や調査調整に係る事
務費などの負担金と工事期間の休耕補助金で、
矢護川の上中地区、約7ヘクタールで工事を実施
予定。稲刈りが終わってから来年の田植の前まで
には終わらせる予定になっている。

　　JAの人参選果場への補助金は、菊陽町より
大津町の補助割合が低いが、大津町の人参生産
量が増加してきている中で、将来、町の生産者が
不利になることはないのか。

　　負担割合は菊陽町・JAと協議を重ねた結果

であり、今後、不利になることはない。
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議 員 の 視 点
（本会議での質疑の一部を抜粋して掲載しています）
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45 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

今回の予算は肉付け予算となります。上に挙げた予算以外にも様々な
事業予算が上程され可決となりました。

子育てを応援ーーーーーーーーーー
・学童保育施設補修工事　　　　　　　　     ６０3万円
・子育て世帯訪問支援事業委託　　　　　     ７４万円
・子育て応援商品券事業　　　　　　　　     ３９０7万円
高齢者福祉を充実ーーーーーーーーーーーーー
・ユニバーサルデザインｅ-スポーツ事業　　     ４4万円
・一般介護予防教室業務委託（健康まる塾）　　    ４３万円
運動の習慣化を推進ーーーーーーーーーーーーーーー
・健康推進事業委託（トレーニングジム個別指導）   ２６万円
観光を推進ーーーーーーーー
・岩戸渓谷遊歩道復旧工事追加測量設計業務委託   ４００万円

令和７年度補正予算が成立しました
６月定例会は、６月４日から１３日の１０日間の会期で開催され、町長提案の
一般会計をはじめとする議案８件、最終日に追加された議案２件の

計１０件が審議され、可決されました。
また、一般会計では約２７億円が増額補正され
合計１８５億９５３９万６千円となりました。
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議員の賛否を公開します

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否の分かれた議案のみ掲載しています。
■賛否表　　○は（賛成）　　●は（反対）　　棄は（棄権）　　欠は（欠席）
　その他の議案については議会ホームページをご覧ください。
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土地の取得について
令和７年度大津町工業団地整備事業特別会計  補正予算

　　町民が台風など災害時に、町内のホテルへ避
難される場合や大規模災害の際、近隣市町村の人
が町内のホテルを利用する際にも宿泊税を徴収す
るのか。また、学校行事などで宿泊する児童・生
徒・学生からも同じように宿泊税を徴収するのか。

　　学校行事や避難所として活用した場合の宿
泊税については、先進地事例も参考にしながら
慎重に検討していく。

　　医療費抑制のためには、医療データや健康
データの取得・分析と、その結果に基づいた適切
な施策を実施すべきではないか。

　　施策にあたっては、データ分析は大変重要だ
と思っているので、どのようなやり方が良いのか
検討して必要に応じて予算化していきたい。

　　子育て応援商品券は、価格高騰の影響が大
きい妊婦や子育て世代の負担軽減のためである
が、利用を町内限定とすることで、町内事業者の
経済支援にもつながると思う。目的と効果まで説
明しないと町の姿勢、思いが伝わらない。

　　この事業を策定する際、物価高騰などで苦
しむ子育て世代の支援を通し、町内の事業者に
もメリットがある施策をしたいと町の思いがあっ
た。町内限定にしたことで、経済対策も含め、そ
の気持ちはしっかりもっている。

　　体育館空調設備導入で、災害時あるいは停
電時と使用可能なフル稼働で72時間、３日間は
大丈夫という事であるが、想定外も考えられる。
例えば、４日以上電気が復旧しない場合、町はど
う考えているのか。

　　72時間を設計の基準としている。これは、
災害発生後、72時間で国や地方自治体の支援が
本格的に始まる時間での設定である。また、ガス
の供給は町内の供給事業者で可能であると考え
ている。

　　大津小学校増築棟検討設計業務について、
灰塚や新地区など遠距離通学をしている児童も
いることから、南小の建て替えと並行し校区の見
直しも行っていくべきではないか。

　　校区の見直しについて、これまで町として主
体的に動いた事案はないが、今後、必要な事項だ
と考えている。町長、教育長とも相談し方向性を
決めていきたい。

　　町で使っている健康測定器（インボディ）は
正確なデーターが取れ優れた機械である。その成
果を医療の専門家を交えて町民の健康づくりを
評価し、今後の健康づくり事業に活かす予定はあ
るのか。

　　専門的見地を取り入れて、健康づくり事業の
評価などをする中で検討課題の中に取り入れて
活かしていく。

　　大津小学校の学童保育施設の周辺をかさ上
げし、雨水時の冠水を緩和するとの説明だが、か
さ上げした水はグラウンドに流れる。学校からも
結構改善の声を聞く。グラウンドの冠水改善を学
童の施設のみならずできないものか。

　　職員が、すべての学校を回って施設の点検を
行う予定であり、グラウンドの件も含め、その時
に詳しく話を聞く。

　　防災設備倉庫内に常時数量確認を行うため
に整理棚を設置するという事だが、倉庫を最大限
利用するためには、多段層の整理棚が必要だ。将
来的にはフォークリフトの導入を考えるべきだ。

　　備品棚の購入は現在、入っている備品の数
量や大きさなどに応じた備品棚の購入数を考え
ている。フォークリフトについて、現在考えてい
ない。しかし、使いやすいのであれば検討する。

　　県営事業負担金の矢護川地区の838万円の

圃場整備の内容はどうなっているのか。

　　圃場整備事業の工事費や調査調整に係る事
務費などの負担金と工事期間の休耕補助金で、
矢護川の上中地区、約7ヘクタールで工事を実施
予定。稲刈りが終わってから来年の田植の前まで
には終わらせる予定になっている。

　　JAの人参選果場への補助金は、菊陽町より
大津町の補助割合が低いが、大津町の人参生産
量が増加してきている中で、将来、町の生産者が
不利になることはないのか。

　　負担割合は菊陽町・JAと協議を重ねた結果

であり、今後、不利になることはない。
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67 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

　
　雷
探
知
警
報
器
と
は
、

ど
う
い
っ
た
も
の
か
。
ま

た
、
ど
う
い
っ
た
使
い
方
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
約
40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

内
の
雷
放
電
を
捕
捉
し
、
警

報
を
３
段
階
レ
ベ
ル
で
発
出

す
る
機
器
。
各
校
に
職
員
室

用
と
予
備
用
の
２
台
購
入
予

定
。
全
国
的
に
学
校
行
事
や

部
活
で
の
落
雷
事
故
が
あ
る

中
、
屋
外
活
動
や
行
事
に
携

行
す
る
こ
と
で
事
故
予
防
と

し
て
活
用
す
る
。

　
　電
子
母
子
手
帳
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
現
在
使

用
し
て
い
る
紙
の
母
子
手
帳

は
継
続
し
て
使
う
の
か
。

　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

プ
リ
で
母
子
手
帳
の
内
容
を

入
力
、
保
存
で
き
る
。
妊
娠

期
か
ら
月
齢
に
応
じ
た
町
か

ら
の
お
知
ら
せ
や
、
予
防
接

種
の
時
期
が
個
別
に
通
知
さ

れ
、
接
種
漏
れ
を
防
ぐ
な
ど

の
導
入
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

紙
の
母
子
手
帳
と
併
用
し
、

補
完
的
に
活
用
す
る
。
国
は

本
年
度
中
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
予
定
。

　
　完
成
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
構
造
は
。

　ま
た
、
岩
戸
神
社
や

周
辺
を
含
め
た
利
活
用

は
。

　
　
来
年
度
末
に
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成

を
目
指
す
。
遊
歩
道
の

幅
は
約
1
・
5
メ
ー
ト

ル
、
勾
配
が
あ
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と
こ

ろ
は
擬
木
を
使
い
階
段
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設
置
予
定
。
瀬
田
地

区
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地
区
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舗
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あ
る
た
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、
そ
の
あ
た
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し
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
。

　
　鳥
獣
な
ど
の
危
険

の
心
配
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あ
り
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用
で

き
な
い
と
心
配
の
声
が
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。
今
後
の
活
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え
て
い
る
の
か
。

　
　鳥
獣
対
策
を
含
め

検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　
　宿
泊
税
は
「
何
に
で
も

使
え
る
税
」
と
住
民
が
誤
解

し
な
い
よ
う
、
使
途
目
的
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明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。
今

回
は
そ
の
検
討
の
た
め
の
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委
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会
設
置
条
例
だ
が
、

内
部
検
討
会
で
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体
的
な
活

用
案
は
あ
る
の
か
。

　
　 内
部
検
討
会
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複

数
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協
議
し
、
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泊
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の

活
用
事
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と
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、
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案
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光
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源
の
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文
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設
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ー
ツ

コ
ミ
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の
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系
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。
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。

　
  給
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災
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す
計
画
が
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、
非
常

食
の
家
庭
配
布
も
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っ
て
い

る
。
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年
も
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能
な
ら
配
布

を
行
う
。

意
見
　給
食
で
実
際
に
食
べ

る
こ
と
が
防
災
教
育
に
な

る
。
熊
本
地
震
の
発
生
日
に

合
わ
せ
た
実
施
も
提
案
し
た

い
。

宿
泊
税
を
地
域
に

還
元
す
る
に
は

活
用
案
の
具
体
例
を
問
う

Q

Q

熊
本
地
震
の
教
訓
を
食
卓
に

防
災
食
を
給
食
で

実
施
す
る
意
義

岩
戸
渓
谷
遊
歩
道

周
辺
を
巻
き
込
ん
だ

利
活
用

高
尾
野
森
林
公
園
の

活
用
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か

雷
探
知
警
報
器
と
は

電
子
母
子
手
帳
と
は

ホテルのイメージ写真

町が備蓄している非常食の一例

経済建設常任委員会
大津町の
パワースポットをＰＲ

A

A

QA

文教厚生常任委員会

QA

QA

QA

総務常任委員会
暮らしと地域に寄り添う
制度と予算の工夫を
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（仮称）大津北部工業団地整備事業

総合体育館

総務委員会・経済建設委員会・文教厚生委員会の
３つの委員会があります。
議員は必ずいずれかの委員会に属しています。
本会議にて各委員会に委ねられた議案は委員によるさらに
深い審議を経て、委員長が議会で報告します。



67 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

　
　雷
探
知
警
報
器
と
は
、

ど
う
い
っ
た
も
の
か
。
ま

た
、
ど
う
い
っ
た
使
い
方
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
約
40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

内
の
雷
放
電
を
捕
捉
し
、
警

報
を
３
段
階
レ
ベ
ル
で
発
出

す
る
機
器
。
各
校
に
職
員
室

用
と
予
備
用
の
２
台
購
入
予

定
。
全
国
的
に
学
校
行
事
や

部
活
で
の
落
雷
事
故
が
あ
る

中
、
屋
外
活
動
や
行
事
に
携

行
す
る
こ
と
で
事
故
予
防
と

し
て
活
用
す
る
。

　
　電
子
母
子
手
帳
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
現
在
使

用
し
て
い
る
紙
の
母
子
手
帳

は
継
続
し
て
使
う
の
か
。

　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

プ
リ
で
母
子
手
帳
の
内
容
を

入
力
、
保
存
で
き
る
。
妊
娠

期
か
ら
月
齢
に
応
じ
た
町
か

ら
の
お
知
ら
せ
や
、
予
防
接

種
の
時
期
が
個
別
に
通
知
さ

れ
、
接
種
漏
れ
を
防
ぐ
な
ど

の
導
入
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

紙
の
母
子
手
帳
と
併
用
し
、

補
完
的
に
活
用
す
る
。
国
は

本
年
度
中
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
予
定
。

　
　完
成
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
構
造
は
。

　ま
た
、
岩
戸
神
社
や

周
辺
を
含
め
た
利
活
用

は
。

　
　
来
年
度
末
に
完
成

を
目
指
す
。
遊
歩
道
の

幅
は
約
1
・
5
メ
ー
ト

ル
、
勾
配
が
あ
る
と
こ

ろ
は
擬
木
を
使
い
階
段

を
設
置
予
定
。
瀬
田
地

区
や
森
地
区
の
店
舗
も

あ
る
た
め
、
そ
の
あ
た

り
を
利
用
し
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
。

　
　鳥
獣
な
ど
の
危
険

の
心
配
が
あ
り
利
用
で

き
な
い
と
心
配
の
声
が

あ
る
。
今
後
の
活
用
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　鳥
獣
対
策
を
含
め

検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　
　宿
泊
税
は
「
何
に
で
も

使
え
る
税
」
と
住
民
が
誤
解

し
な
い
よ
う
、
使
途
目
的
を

明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。
今

回
は
そ
の
検
討
の
た
め
の
外

部
委
員
会
設
置
条
例
だ
が
、

内
部
検
討
会
で
具
体
的
な
活

用
案
は
あ
る
の
か
。

　
　 内
部
検
討
会
で
は
複

数
課
が
協
議
し
、
宿
泊
税
の

活
用
事
業
と
し
て
、
多
言
語

案
内
表
示
の
整
備
、
用
水
路

な
ど
観
光
資
源
の
保
全
、
文

化
施
設
の
修
復
、
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
推
進
、
駅

と
宿
泊
施
設
間
の
移
動
体
系

整
備
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。

　
　給
食
で
防
災
食
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
  給
食
で
防
災
カ
レ
ー

を
出
す
計
画
が
あ
り
、
非
常

食
の
家
庭
配
布
も
行
っ
て
い

る
。
今
年
も
可
能
な
ら
配
布

を
行
う
。

意
見
　給
食
で
実
際
に
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べ

る
こ
と
が
防
災
教
育
に
な

る
。
熊
本
地
震
の
発
生
日
に

合
わ
せ
た
実
施
も
提
案
し
た

い
。

宿
泊
税
を
地
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に

還
元
す
る
に
は

活
用
案
の
具
体
例
を
問
う
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う
な
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る
の
か
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は
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母
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と
は

ホテルのイメージ写真

町が備蓄している非常食の一例
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パワースポットをＰＲ
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総合体育館

総務委員会・経済建設委員会・文教厚生委員会の
３つの委員会があります。
議員は必ずいずれかの委員会に属しています。
本会議にて各委員会に委ねられた議案は委員によるさらに
深い審議を経て、委員長が議会で報告します。



　
　公
共
下
水
道
へ
の
移
管

に
つ
い
て
は
、
下
水
道
配
置

図
な
ど
の
台
帳
整
備
や
、
現

況
把
握
の
た
め
の
カ
メ
ラ
調

査
、
汚
水
管
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
修
繕
な
ど
が
必
要
と

な
る
。
ま
た
、
住
民
の
受
益

者
負
担
金
は
、
土
地
１
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
１
５
０
円

が
必
要
と
な
る
。
汚
水
処
理

機
能
が
停
止
し
た
場
合
は
、

汚
水
を
一
時
的
に
公
共
下
水

道
に
流
入
さ
せ
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。
課
題
を
整
理

し
な
が
ら
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

感
を
持
っ
て
進
め
る
こ
と
が

重
要
だ
。               （
町
長
）

　
　
つ
つ
じ
台
区
は
、
町
の

公
共
下
水
道
整
備
計
画
の
事

業
計
画
区
域
に
入
っ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
整
備
計
画

な
の
か
。

　
ま
た
、
移
管
方
法
、
移
管

に
伴
い
住
民
が
負
担
す
る
費

用
、
も
し
非
常
事
態
で
汚
水

処
理
機
能
が
停
止
し
た
と
き

の
対
応
方
法
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
移
管
に
向
け
て
、
町
、
つ

つ
じ
台
区
、
事
業
者
で
課
題

を
共
有
し
な
が
ら
、
移
管
ま

で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
協
議
を
行
っ
て
い
く
べ

き
だ
。

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ 89

Q

A

移管に向けたロードマップの作成を
課題を整理しながら協議を進めたい

豊瀨　和久議員
とよせ　　かずひさ

Q

A

その他の質問
・デザインマンホールとマンホールカードの作成について
・インクルーシブ教育の理解を広める取組について
・ジュニアリーダー夢議会のブラッシュアップについて

Q

A

Q

A

　
　外
国
か
ら
の
武
力
攻
撃

事
態
を
踏
ま
え
た
住
民
避
難

な
ど
の
国
民
保
護
の
措
置

は
、
国
が
示
し
た
対
処
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
、

市
町
村
な
ど
が
協
力
し
て
実

施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　町
は
、
避
難
者
の
受
け
付

け
、宿
泊
施
設
ま
で
の
輸
送
、

県
が
準
備
す
る
食
事
の
配

布
、
生
活
相
談
へ
の
対
応
な

ど
の
役
割
を
担
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

　町
に
は
単
身
世
帯
７
６
５

世
帯
と
２
人
世
帯
１
３
４
世

帯
の
計
１
０
３
３
人
が
避
難

す
る
予
定
だ
。

　今
後
、
令
和
８
年
度
完
成

を
め
ど
に
要
配
慮
者
の
受
入

れ
や
児
童
生
徒
の
修
学
再
開

な
ど
具
体
化
し
た
基
本
要
領

を
作
成
、
実
効
性
向
上
を
図

る
。
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
政
府
が
、
台
湾
有
事
を

念
頭
に
先
島
諸
島
の
住
民
等

約
12
万
人
を
九
州
山
口
地
域

へ
避
難
さ
せ
る
計
画
を
策
定

し
て
い
る
。
熊
本
県
は
、
沖

縄
宮
古
島
市
な
ど
か
ら
約
１

万
人
を
受
け
入
れ
る
と
し
て

お
り
、
そ
の
受
入
れ
先
に
大

津
町
な
ど
を
選
定
を
し
て
い

る
。

　
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
の
は
国
家
の
義
務
。
憲
法

第
９
条
に
よ
り
平
和
が
保
た

れ
る
、
な
ど
論
外
。

　
国
民
保
護
法
は
そ
う
し
た

危
機
に
適
切
に
対
応
す
る
た

め
計
画
策
定
を
県
、
市
町
村

に
求
め
て
い
る
。

　
相
当
周
到
な
訓
練
、
計
画

が
必
要
に
な
る
が
対
策
は
。

形骸「憲法第9条」より国民保護計画の推進を
R８年度めどに基本要領作成、実効性を図る

時松　智弘議員
ときまつ　ともひろ

Q

A

その他の質問
・総務省消防庁災害対応力強化研修の受講に
ついて
・高層建築物の安全対策について

　熊本県で行われる国民保護対応訓練
（熊本県危機管理防災課提供）

町政を問う 6月定例会
一 般 質 問
一般質問に16人中14人が登壇

町のさまざまな問題・課題について、議員が町に考えを質すのが一般質問です。議員は政策提言も
含め、質問することができます。ここでは、質問した議員ごとに一項目を要約してお知らせします。
一般質問のライブ・録画配信は行っています。
※一般質問の記事に関しましては、各自が編集したものを掲載しています。

録画配信は顔写真横の二次元バーコードからご覧になれます。

　
　学
校
は
教
育
の
場
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
中
心
的
な
役
割
も
果

た
し
て
い
る
。
広
い
面
積
を

有
し
、
人
口
密
度
に
偏
り
の

あ
る
大
津
町
は
、
標
準
規
模

を
念
頭
に
置
き
つ
つ
も
、
地

域
特
性
も
踏
ま
え
た
、
よ
り

適
正
な
規
模
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
児
童
数
の
減
少
に
伴
う

小
規
模
校
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
、
大
き
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
早
急
に

検
討
を
始
め
る
必
要
が
あ

る
。
教
育
委
員
会
と
も
連
携

し
て
、
学
校
の
在
り
方
を
考

え
て
い
き
た
い
。
地
域
も
一

体
と
な
っ
て
、
あ
る
い
は
学

校
と
子
ど
も
た
ち
保
護
者
も

一
体
と
な
っ
た
議
論
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。  （
町
長
）

　
　
現
在
の
町
内
の
小
学
校

の
児
童
の
状
況
は
、
児
童
が

多
い
の
は
大
津
小
学
校
が

8
4
3
人
で
、
少
な
い
の
が

北
小
の
43
人
で
、
5
年
生
は

2
人
で
あ
る
。
学
校
の
規
模

の
違
い
、
遠
距
離
や
、
通
学

の
違
い
が
あ
り
、
基
本
的
な

環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
思

え
な
い
。
今
後
の
大
規
模
校

や
小
規
模
校
を
ど
の
よ
う
な

方
向
に
進
め
る
の
か
。ま
た
、

今
後
、
複
式
学
級
の
解
消
を

行
う
の
か
、
小
規
模
特
認
校

や
町
の
費
用
で
の
職
員
の
採

用
な
ど
を
行
う
考
え
は
な
い

の
か
。
　
　

その他の質問
・「民間の知恵と活力を生かす」について
・安全・安心の確保について

Q

A

児童の人数が少なくなっている。その対策は
地域と学校と一体となった議論検討を進める

村山　龍一議員
むらやま  りゅういち

Q

A
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会
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　公
共
下
水
道
へ
の
移
管

に
つ
い
て
は
、
下
水
道
配
置

図
な
ど
の
台
帳
整
備
や
、
現

況
把
握
の
た
め
の
カ
メ
ラ
調

査
、
汚
水
管
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
修
繕
な
ど
が
必
要
と

な
る
。
ま
た
、
住
民
の
受
益

者
負
担
金
は
、
土
地
１
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
１
５
０
円

が
必
要
と
な
る
。
汚
水
処
理

機
能
が
停
止
し
た
場
合
は
、

汚
水
を
一
時
的
に
公
共
下
水

道
に
流
入
さ
せ
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。
課
題
を
整
理

し
な
が
ら
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

感
を
持
っ
て
進
め
る
こ
と
が

重
要
だ
。               （
町
長
）

　
　
つ
つ
じ
台
区
は
、
町
の

公
共
下
水
道
整
備
計
画
の
事

業
計
画
区
域
に
入
っ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
整
備
計
画

な
の
か
。

　
ま
た
、
移
管
方
法
、
移
管

に
伴
い
住
民
が
負
担
す
る
費

用
、
も
し
非
常
事
態
で
汚
水

処
理
機
能
が
停
止
し
た
と
き

の
対
応
方
法
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
移
管
に
向
け
て
、
町
、
つ

つ
じ
台
区
、
事
業
者
で
課
題

を
共
有
し
な
が
ら
、
移
管
ま

で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
協
議
を
行
っ
て
い
く
べ

き
だ
。

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ 89

Q

A

移管に向けたロードマップの作成を
課題を整理しながら協議を進めたい

豊瀨　和久議員
とよせ　　かずひさ

Q

A

その他の質問
・デザインマンホールとマンホールカードの作成について
・インクルーシブ教育の理解を広める取組について
・ジュニアリーダー夢議会のブラッシュアップについて

Q

A

Q

A

　
　外
国
か
ら
の
武
力
攻
撃

事
態
を
踏
ま
え
た
住
民
避
難

な
ど
の
国
民
保
護
の
措
置

は
、
国
が
示
し
た
対
処
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
、

市
町
村
な
ど
が
協
力
し
て
実

施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　町
は
、
避
難
者
の
受
け
付

け
、宿
泊
施
設
ま
で
の
輸
送
、

県
が
準
備
す
る
食
事
の
配

布
、
生
活
相
談
へ
の
対
応
な

ど
の
役
割
を
担
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

　町
に
は
単
身
世
帯
７
６
５

世
帯
と
２
人
世
帯
１
３
４
世

帯
の
計
１
０
３
３
人
が
避
難

す
る
予
定
だ
。

　今
後
、
令
和
８
年
度
完
成

を
め
ど
に
要
配
慮
者
の
受
入

れ
や
児
童
生
徒
の
修
学
再
開

な
ど
具
体
化
し
た
基
本
要
領

を
作
成
、
実
効
性
向
上
を
図

る
。
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
政
府
が
、
台
湾
有
事
を

念
頭
に
先
島
諸
島
の
住
民
等

約
12
万
人
を
九
州
山
口
地
域

へ
避
難
さ
せ
る
計
画
を
策
定

し
て
い
る
。
熊
本
県
は
、
沖

縄
宮
古
島
市
な
ど
か
ら
約
１

万
人
を
受
け
入
れ
る
と
し
て

お
り
、
そ
の
受
入
れ
先
に
大

津
町
な
ど
を
選
定
を
し
て
い

る
。

　
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
の
は
国
家
の
義
務
。
憲
法

第
９
条
に
よ
り
平
和
が
保
た

れ
る
、
な
ど
論
外
。

　
国
民
保
護
法
は
そ
う
し
た

危
機
に
適
切
に
対
応
す
る
た

め
計
画
策
定
を
県
、
市
町
村

に
求
め
て
い
る
。

　
相
当
周
到
な
訓
練
、
計
画

が
必
要
に
な
る
が
対
策
は
。

形骸「憲法第9条」より国民保護計画の推進を
R８年度めどに基本要領作成、実効性を図る

時松　智弘議員
ときまつ　ともひろ

Q

A

その他の質問
・総務省消防庁災害対応力強化研修の受講に
ついて
・高層建築物の安全対策について

　熊本県で行われる国民保護対応訓練
（熊本県危機管理防災課提供）

町政を問う 6月定例会
一 般 質 問
一般質問に16人中14人が登壇

町のさまざまな問題・課題について、議員が町に考えを質すのが一般質問です。議員は政策提言も
含め、質問することができます。ここでは、質問した議員ごとに一項目を要約してお知らせします。
一般質問のライブ・録画配信は行っています。
※一般質問の記事に関しましては、各自が編集したものを掲載しています。

録画配信は顔写真横の二次元バーコードからご覧になれます。

　
　学
校
は
教
育
の
場
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
中
心
的
な
役
割
も
果

た
し
て
い
る
。
広
い
面
積
を

有
し
、
人
口
密
度
に
偏
り
の

あ
る
大
津
町
は
、
標
準
規
模

を
念
頭
に
置
き
つ
つ
も
、
地

域
特
性
も
踏
ま
え
た
、
よ
り

適
正
な
規
模
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
児
童
数
の
減
少
に
伴
う

小
規
模
校
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
、
大
き
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
早
急
に

検
討
を
始
め
る
必
要
が
あ

る
。
教
育
委
員
会
と
も
連
携

し
て
、
学
校
の
在
り
方
を
考

え
て
い
き
た
い
。
地
域
も
一

体
と
な
っ
て
、
あ
る
い
は
学

校
と
子
ど
も
た
ち
保
護
者
も

一
体
と
な
っ
た
議
論
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。  （
町
長
）

　
　
現
在
の
町
内
の
小
学
校

の
児
童
の
状
況
は
、
児
童
が

多
い
の
は
大
津
小
学
校
が

8
4
3
人
で
、
少
な
い
の
が

北
小
の
43
人
で
、
5
年
生
は

2
人
で
あ
る
。
学
校
の
規
模

の
違
い
、
遠
距
離
や
、
通
学

の
違
い
が
あ
り
、
基
本
的
な

環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
思

え
な
い
。
今
後
の
大
規
模
校

や
小
規
模
校
を
ど
の
よ
う
な

方
向
に
進
め
る
の
か
。ま
た
、

今
後
、
複
式
学
級
の
解
消
を

行
う
の
か
、
小
規
模
特
認
校

や
町
の
費
用
で
の
職
員
の
採

用
な
ど
を
行
う
考
え
は
な
い

の
か
。
　
　

その他の質問
・「民間の知恵と活力を生かす」について
・安全・安心の確保について

Q

A

児童の人数が少なくなっている。その対策は
地域と学校と一体となった議論検討を進める

村山　龍一議員
むらやま  りゅういち
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介        

委
員
会
紹
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騒音測定器設置の3カ所

1011 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

Q

A

　
　火
災
や
窃
盗
な
ど
の
刑

法
犯
を
は
じ
め
、通
学
路
や

空
き
家
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
、町
民
の
皆
様
の
安
心

安
全
を
脅
か
す
事
案
が
発
生

し
て
お
り
、町
と
し
て
も
喫
緊

の
課
題
と
認
識
を
し
て
い
る
。

　今
年
度
よ
り
熊
本
県
警
か

ら
現
職
の
警
察
官
の
派
遣

で
、
防
犯
交
通
対
策
官
を
受

け
入
れ
防
犯
交
通
安
全
対
策

推
進
と
予
算
を
倍
増
し
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
推
進
し
て

い
る
。
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　町
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
地
域
団

体
・
公
共
施
設
含
め
て
合
計

1
2
0
台
。

　個
人
の
設
置
に
つ
い
て
は

現
時
点
で
は
町
と
し
て
は
、

補
助
は
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　（総
務
部
長
）

　
　
小
さ
な
秩
序
の
乱
れ
を

放
置
す
る
と
、
さ
ら
に
重
大

な
犯
罪
や
荒
廃
を
招
く
と
言

わ
れ
て
お
り
、
大
津
町
は
軽

犯
罪
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
先
日
は
、
不
審
火
に
よ
る

火
災
も
あ
っ
た
。
大
津
町
の

問
題
点
で
は
、
空
き
家
や
老

朽
施
設
の
増
加
、
空
き
家
ご

み
の
放
置
、
街
灯
の
不
足
が

あ
り
、
町
民
か
ら
も
改
善
の

要
望
が
あ
る
。

　
他
の
自
治
体
で
防
犯
対
策

の
成
功
事
例
が
あ
る
が
大
津

町
の
防
犯
対
策
を
問
う
。

Q

AA

大津町の防犯対策について
予算を倍増し、防犯カメラを推進する

大塚　勝二議員
おおつか　 かつじ

Q

A

　
　セ
ン
タ
ー
は
平
成
２
年

に
建
設
さ
れ
平
成
30
年
に
一

定
の
改
修
を
行
い
衛
生
面
の

改
善
や
作
業
動
線
の
最
適
化

に
努
め
て
き
た
。
築
35
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
や
作
業
環

境
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い

る
。
今
後
少
子
化
な
ど
に
よ

り
給
食
数
が
ピ
ー
ク
時
よ
り

減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
分

散
化
は
行
わ
ず
一
カ
所
の
セ

ン
タ
ー
方
式
と
す
る
。
た
だ

し
、
老
朽
化
へ
の
対
応
は
避

け
ら
れ
な
い
た
め
、
将
来
的

に
は
建
て
替
え
る
方
向
で
検

討
。   

　
　
　
　
　

  （
町
長
）

　
　
現
在
一
カ
所
の
セ
ン

タ
ー
で
町
内
全
域
の
給
食
を

一
括
調
理
し
て
い
る
。
セ
ン

タ
ー
は
改
修
は
さ
れ
た
も
の

の
一
施
設
に
負
担
が
集
中
し

て
お
り
、
増
設
や
分
散
化
は

見
送
ら
れ
て
き
た
。
大
規
模

セ
ン
タ
ー
特
有
の
揚
げ
物
の

制
限
や
搬
送
距
離
の
長
さ
、

災
害
時
の
リ
ス
ク
集
中
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。
他
に
も
品

数
の
少
な
さ
や
デ
ザ
ー
ト
が

ほ
し
い
な
ど
の
声
も
聞
か
れ

る
。
セ
ン
タ
ー
の
キ
ャ
パ
の

問
題
も
あ
る
が
、
町
の
認
識

と
将
来
的
な
給
食
の
在
り
方

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
　

その他の質問
・通学路および生活道路の安全点検について
・老朽化空き家への対応と行政代執行の可能性
について

その他の質問
・大津町の防災対策について
・肥後大津駅周辺のまちづくりについて

Q

A

将来を見据えた給食体制について
将来的にはセンター建て替え

三宮　美香議員
さんのみや　  み  か

Q

A

　
　庁
舎
駐
車
場
に
つ
い

て
、利
用
者
は
年
々
増
加
し
、

収
入
も
増
加
し
て
い
る
が
、

現
時
点
で
は
採
算
が
取
れ
て

い
な
い
。ま
た
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
や
高
額
紙
幣
に
も

対
応
し
て
お
ら
ず
利
便
性
の

向
上
に
向
け
た
改
善
も
必
要

と
考
え
て
い
る
。

　今
後
は
、
大
津
駅
周
辺
整

備
と
連
動
さ
せ
た
見
直
し
や

民
間
委
託
を
含
め
た
検
討
を

進
め
、
利
用
者
の
利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
方
法
や
公
平
で

効
率
的
な
運
営
体
制
づ
く
り

を
研
究
し
て
い
く
。（
町
長
）

　
　
庁
舎
駐
車
場
は
コ
イ
ン

パ
ー
キ
ン
グ
方
式
を
採
用
し

て
い
る
が
、
収
入
に
対
し
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
の
経

費
が
利
用
料
収
入
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
。

　
精
算
機
に
つ
い
て
も
高
額

紙
幣
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
に
は
対
応
し
て
お
ら
ず
、

精
算
時
に
苦
慮
す
る
利
用
者

も
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま

た
、
雨
天
時
に
は
車
内
に
雨

が
入
っ
て
き
た
り
、
濡
れ
て

駐
車
券
が
読
み
取
れ
な
い
な

ど
の
事
案
も
発
生
し
て
い

る
。

　
赤
字
だ
か
ら
設
備
投
資
を

控
え
て
い
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
赤
字
だ
か
ら
こ

そ
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。

Q

A

更に利便性がよくなる運営を
利便性の向上させる研究を行う

田代　元気議員
たしろ　  げんき

Q

A

その他の質問
・町にゆかりのある方への支援のあり方について

　
　航
空
機
騒
音
調
査
に
つ

い
て
、
合
計
３
台
で
測
定
し

て
い
る
。
町
と
し
て
も
、
こ

れ
ま
で
空
港
運
営
会
社
や
防

衛
省
を
含
む
関
係
機
関
に
面

談
を
通
じ
て
騒
音
の
軽
減
や

適
切
な
運
行
要
請
の
申
し
入

れ
を
し
た
。

　騒
音
測
定
器
の
増
設
が
可

能
か
国
県
関
係
機
関
と
協
議

調
整
を
行
い
、
地
元
住
民
の

声
を
踏
ま
え
た
騒
音
対
策
に

取
り
組
む
。
　
　
　（町
長
）

　
　今
後
、
南
小
学
校
の
再

整
備
計
画
を
し
て
お
り
、
そ

の
際
に
は
、
補
助
金
な
ど
を

調
査
し
て
快
適
な
学
習
環
境

を
整
備
す
る
。
　（教
育
長
）

　
　
昨
年
の
6
月
定
例
会
一

般
質
問
で
飛
行
機
の
騒
音
問

題
を
し
た
が
、
町
か
ら
騒
音

対
策
を
し
た
と
言
う
話
は
聞

か
な
い
。

　
空
港
周
辺
の
住
民
は
騒
音

や
最
近
の
自
衛
隊
ヘ
リ
の
事

故
な
ど
心
配
し
て
い
る
。
ま

た
、
飛
行
機
の
墜
落
事
故
や

部
品
落
下
な
ど
も
心
配
で
あ

る
。

　
一
般
質
問
を
す
る
に
あ
た

り
現
地
の
騒
音
を
数
十
時
間

聞
い
た
。
岩
坂
区
・
中
島
区

の
住
民
は
年
中
酷
い
騒
音
の

中
で
生
活
を
し
て
い
る
。

　
町
独
自
の
騒
音
測
定
器
の

増
設
を
す
べ
き
だ
。

　
空
港
周
辺
の
小
中
学
校
の

中
で
南
小
学
校
の
騒
音
が
特

に
酷
い
。
改
善
が
必
要
だ
。

その他の質問

Q

AA

熊本空港の飛行機の騒音と事故の対策を
騒音測定器の増設が可能か検討をしたい

山本　富二夫議員
やまもと　　ふ  じ   お

Q

A

千円札と硬貨しか利用できない精算機

給食比較

・大津町運動公園へのアクセス改善を検討すべきでは
・近年の自然災害や火災時に聞き取れない防災無線の
改善策を

各
議
員
紹
介        

委
員
会
紹
介        

定
例
会
総
括
　　委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　
　一
般
質
問
　
　　特
別
委
員
会
設
置
　
　
　 弔
辞
　
　
　
　
　尚
絅
大
学

各
議
員
紹
介        

委
員
会
紹
介        

定
例
会
総
括
　　委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　
　一
般
質
問
　
　　特
別
委
員
会
設
置
　
　
　 弔
辞
　
　
　
　
　尚
絅
大
学



騒音測定器設置の3カ所

1011 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

Q

A

　
　火
災
や
窃
盗
な
ど
の
刑

法
犯
を
は
じ
め
、通
学
路
や

空
き
家
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
、町
民
の
皆
様
の
安
心

安
全
を
脅
か
す
事
案
が
発
生

し
て
お
り
、町
と
し
て
も
喫
緊

の
課
題
と
認
識
を
し
て
い
る
。

　今
年
度
よ
り
熊
本
県
警
か

ら
現
職
の
警
察
官
の
派
遣

で
、
防
犯
交
通
対
策
官
を
受

け
入
れ
防
犯
交
通
安
全
対
策

推
進
と
予
算
を
倍
増
し
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
推
進
し
て

い
る
。
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　町
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
地
域
団

体
・
公
共
施
設
含
め
て
合
計

1
2
0
台
。

　個
人
の
設
置
に
つ
い
て
は

現
時
点
で
は
町
と
し
て
は
、

補
助
は
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　（総
務
部
長
）

　
　
小
さ
な
秩
序
の
乱
れ
を

放
置
す
る
と
、
さ
ら
に
重
大

な
犯
罪
や
荒
廃
を
招
く
と
言

わ
れ
て
お
り
、
大
津
町
は
軽

犯
罪
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
先
日
は
、
不
審
火
に
よ
る

火
災
も
あ
っ
た
。
大
津
町
の

問
題
点
で
は
、
空
き
家
や
老

朽
施
設
の
増
加
、
空
き
家
ご

み
の
放
置
、
街
灯
の
不
足
が

あ
り
、
町
民
か
ら
も
改
善
の

要
望
が
あ
る
。

　
他
の
自
治
体
で
防
犯
対
策

の
成
功
事
例
が
あ
る
が
大
津

町
の
防
犯
対
策
を
問
う
。

Q

AA

大津町の防犯対策について
予算を倍増し、防犯カメラを推進する

大塚　勝二議員
おおつか　 かつじ

Q

A

　
　セ
ン
タ
ー
は
平
成
２
年

に
建
設
さ
れ
平
成
30
年
に
一

定
の
改
修
を
行
い
衛
生
面
の

改
善
や
作
業
動
線
の
最
適
化

に
努
め
て
き
た
。
築
35
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
や
作
業
環

境
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い

る
。
今
後
少
子
化
な
ど
に
よ

り
給
食
数
が
ピ
ー
ク
時
よ
り

減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
分

散
化
は
行
わ
ず
一
カ
所
の
セ

ン
タ
ー
方
式
と
す
る
。
た
だ

し
、
老
朽
化
へ
の
対
応
は
避

け
ら
れ
な
い
た
め
、
将
来
的

に
は
建
て
替
え
る
方
向
で
検

討
。   

　
　
　
　
　

  （
町
長
）

　
　
現
在
一
カ
所
の
セ
ン

タ
ー
で
町
内
全
域
の
給
食
を

一
括
調
理
し
て
い
る
。
セ
ン

タ
ー
は
改
修
は
さ
れ
た
も
の

の
一
施
設
に
負
担
が
集
中
し

て
お
り
、
増
設
や
分
散
化
は

見
送
ら
れ
て
き
た
。
大
規
模

セ
ン
タ
ー
特
有
の
揚
げ
物
の

制
限
や
搬
送
距
離
の
長
さ
、

災
害
時
の
リ
ス
ク
集
中
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。
他
に
も
品

数
の
少
な
さ
や
デ
ザ
ー
ト
が

ほ
し
い
な
ど
の
声
も
聞
か
れ

る
。
セ
ン
タ
ー
の
キ
ャ
パ
の

問
題
も
あ
る
が
、
町
の
認
識

と
将
来
的
な
給
食
の
在
り
方

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
　

その他の質問
・通学路および生活道路の安全点検について
・老朽化空き家への対応と行政代執行の可能性
について

その他の質問
・大津町の防災対策について
・肥後大津駅周辺のまちづくりについて

Q

A

将来を見据えた給食体制について
将来的にはセンター建て替え

三宮　美香議員
さんのみや　  み  か

Q

A

　
　庁
舎
駐
車
場
に
つ
い

て
、利
用
者
は
年
々
増
加
し
、

収
入
も
増
加
し
て
い
る
が
、

現
時
点
で
は
採
算
が
取
れ
て

い
な
い
。ま
た
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
や
高
額
紙
幣
に
も

対
応
し
て
お
ら
ず
利
便
性
の

向
上
に
向
け
た
改
善
も
必
要

と
考
え
て
い
る
。

　今
後
は
、
大
津
駅
周
辺
整

備
と
連
動
さ
せ
た
見
直
し
や

民
間
委
託
を
含
め
た
検
討
を

進
め
、
利
用
者
の
利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
方
法
や
公
平
で

効
率
的
な
運
営
体
制
づ
く
り

を
研
究
し
て
い
く
。（
町
長
）

　
　
庁
舎
駐
車
場
は
コ
イ
ン

パ
ー
キ
ン
グ
方
式
を
採
用
し

て
い
る
が
、
収
入
に
対
し
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
の
経

費
が
利
用
料
収
入
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
。

　
精
算
機
に
つ
い
て
も
高
額

紙
幣
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
に
は
対
応
し
て
お
ら
ず
、

精
算
時
に
苦
慮
す
る
利
用
者

も
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま

た
、
雨
天
時
に
は
車
内
に
雨

が
入
っ
て
き
た
り
、
濡
れ
て

駐
車
券
が
読
み
取
れ
な
い
な

ど
の
事
案
も
発
生
し
て
い

る
。

　
赤
字
だ
か
ら
設
備
投
資
を

控
え
て
い
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
赤
字
だ
か
ら
こ

そ
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。

Q

A

更に利便性がよくなる運営を
利便性の向上させる研究を行う

田代　元気議員
たしろ　  げんき

Q

A

その他の質問
・町にゆかりのある方への支援のあり方について

　
　航
空
機
騒
音
調
査
に
つ

い
て
、
合
計
３
台
で
測
定
し

て
い
る
。
町
と
し
て
も
、
こ

れ
ま
で
空
港
運
営
会
社
や
防

衛
省
を
含
む
関
係
機
関
に
面

談
を
通
じ
て
騒
音
の
軽
減
や

適
切
な
運
行
要
請
の
申
し
入

れ
を
し
た
。

　騒
音
測
定
器
の
増
設
が
可

能
か
国
県
関
係
機
関
と
協
議

調
整
を
行
い
、
地
元
住
民
の

声
を
踏
ま
え
た
騒
音
対
策
に

取
り
組
む
。
　
　
　（町
長
）

　
　今
後
、
南
小
学
校
の
再

整
備
計
画
を
し
て
お
り
、
そ

の
際
に
は
、
補
助
金
な
ど
を

調
査
し
て
快
適
な
学
習
環
境

を
整
備
す
る
。
　（教
育
長
）

　
　
昨
年
の
6
月
定
例
会
一

般
質
問
で
飛
行
機
の
騒
音
問

題
を
し
た
が
、
町
か
ら
騒
音

対
策
を
し
た
と
言
う
話
は
聞

か
な
い
。

　
空
港
周
辺
の
住
民
は
騒
音

や
最
近
の
自
衛
隊
ヘ
リ
の
事

故
な
ど
心
配
し
て
い
る
。
ま

た
、
飛
行
機
の
墜
落
事
故
や

部
品
落
下
な
ど
も
心
配
で
あ

る
。

　
一
般
質
問
を
す
る
に
あ
た

り
現
地
の
騒
音
を
数
十
時
間

聞
い
た
。
岩
坂
区
・
中
島
区

の
住
民
は
年
中
酷
い
騒
音
の

中
で
生
活
を
し
て
い
る
。

　
町
独
自
の
騒
音
測
定
器
の

増
設
を
す
べ
き
だ
。

　
空
港
周
辺
の
小
中
学
校
の

中
で
南
小
学
校
の
騒
音
が
特

に
酷
い
。
改
善
が
必
要
だ
。

その他の質問

Q

AA

熊本空港の飛行機の騒音と事故の対策を
騒音測定器の増設が可能か検討をしたい

山本　富二夫議員
やまもと　　ふ  じ   お

Q

A

千円札と硬貨しか利用できない精算機

給食比較

・大津町運動公園へのアクセス改善を検討すべきでは
・近年の自然災害や火災時に聞き取れない防災無線の
改善策を

各
議
員
紹
介        

委
員
会
紹
介        

定
例
会
総
括
　　委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　
　一
般
質
問
　
　　特
別
委
員
会
設
置
　
　
　 弔
辞
　
　
　
　
　尚
絅
大
学

各
議
員
紹
介        

委
員
会
紹
介        

定
例
会
総
括
　　委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　
　一
般
質
問
　
　　特
別
委
員
会
設
置
　
　
　 弔
辞
　
　
　
　
　尚
絅
大
学



　
　現
在
、
大
津
町
で
は
８

件
、
約
４
・
９
万
㎡
の
開
発

面
積
が
あ
る
。
中
間
駅
周
辺

の
開
発
は
、
ま
だ
位
置
も
決

ま
っ
て
い
な
い
た
め
具
体
的

な
方
針
は
定
ま
っ
て
な
い
。

中
間
駅
周
辺
の
整
備
は
、
雨

水
が
地
下
へ
浸
透
し
や
す
い

透
水
性
、
排
水
性
舗
装
や
浸

透
式
調
整
器
の
導
入
の
た
め

の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
矢
護
川
圃
場
整
備
、
農

業
団
地
の
整
備
な
ど
、
大
地

を
守
る
こ
と
が
水
を
守
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
施
策
も
進

め
て
い
る
。
20
年
先
の
中
長

期
的
な
将
来
予
測
や
ビ
ジ
ョ

ン
の
必
要
性
に
つ
い
て
熊
本

県
に
伝
え
る
。
　
　（町
長
）

　
　
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
の

中
間
駅
周
辺
の
開
発
は
、
熊

本
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
構
想

の
一
環
と
し
て
検
討
中
で
あ

る
。
開
発
予
定
の
農
地
は
、

地
下
水
涵
養
の
観
点
か
ら
一

番
大
事
な
涵
養
域
だ
。
中
間

駅
周
辺
の
開
発
計
画
の
詳
細

と
町
内
全
体
で
の
企
業
開
発

予
定
面
積
を
明
ら
か
に
す
べ

き
だ
。
熊
本
県
の
地
下
水
将

来
予
測
の
信
頼
性
は
薄
い
。

熊
本
県
に
20
年
先
ま
で
の
将

来
予
測
を
行
う
よ
う
に
町
か

ら
要
請
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
そ
の
デ
ー
タ
を
元
に
し

て
、
企
業
誘
致
や
開
発
な
ど

を
し
っ
か
り
規
制
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

Q

地下水位の収支予測に基づく町づくり計画を
中長期的な将来予測について県に伝える

岩下　啓史議員
いわした　 けい し

その他の質問
・地下水を守るための施策の充実を

1213 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

Q

A

Q

A

Q

A

Q

Q

A

Q

A

　
　今
回
、
議
員
か
ら
紹
介

の
あっ
た
み
ん
な
の
冷
蔵
庫
の

事
例
に
つ
い
て
は
、
社
会
福

祉
法
人
が
主
体
と
な
り
市
と

連
携
し
、
事
前
登
録
制
に
よ

り
平
日
９
時
か
ら
18
時
ま
で

常
時
開
設
さ
れ
て
い
る
。
利

用
者
に
と
っ
て
利
便
性
が
高

く
支
援
の
好
事
例
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
る
。
だ
が
、

現
時
点
で
は
常
設
型
の
導
入

は
難
し
い
。
今
後
は
町
で
実

施
し
て
い
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

の
開
催
時
期
や
頻
度
の
見
直

し
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

町
内
企
業
や
関
係
団
体
と
の

連
携
強
化
を
図
り
、
支
援
の

充
実
に
努
め
て
い
く
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
玉
名
市
で
行
わ
れ
て
い

る
重
層
的
支
援
は
、保
護
係・

生
活
支
援
係
・
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
+
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と

い
う
構
成
で
あ
る
。
相
談
内

容
に
応
じ
て
連
携
・
早
期
対

応
が
可
能
。
同
じ
課
で
生
活

保
護
申
請
・
食
糧
支
援
・
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
対
応
な
ど

が
で
き
る
。
ま
た
玉
名
市
の

街
中
に
み
ん
な
の
冷
蔵
庫
が

あ
り
、
十
八
歳
ま
で
の
子
ど

も
の
い
る
人
や
一
人
暮
ら
し

の
学
生
が
登
録
し
、
み
ん
な

の
冷
蔵
庫
か
ら
食
料
品
な
ど

を
受
け
取
れ
る
内
容
で
あ

る
。
本
町
で
も
こ
の
よ
う
な

重
層
的
な
支
援
が
必
要
で
は

な
い
か
。

Q

A

物価高対策について問う
支援のさらなる充実を進めていく

山部　良二議員
やま べ　  りょうじ

その他の質問
・優しいまちづくりについて
・肥後大津駅前周辺まちづくり基本構想について

運
用
時
間
の
厳
守
に
つ
い
て

は
、
重
要
で
あ
り
、
監
視
す

べ
き
だ
。
　
　

　
　航
空
機
騒
音
に
つ
い
て

は
、
航
空
機
騒
音
防
止
法
に

基
づ
き
騒
音
対
策
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

　熊
本
周
辺
市
町
村
か
ら
推

薦
を
受
け
た
住
民
代
表
で
組

織
す
る
空
港
周
辺
協
議
会
や

大
津
町
の
飛
行
経
路
に
あ
る

地
域
住
民
の
19
区
の
区
長
、

町
お
よ
び
県
で
組
織
す
る
空

港
周
辺
協
議
会
大
津
支
部
が

あ
る
た
め
、
そ
の
中
で
環
境

整
備
事
業
や
地
域
住
民
の
要

望
お
よ
び
関
係
機
関
に
対
し

要
望
を
行
っ
て
行
く
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
は

現
在
、
国
内
線
は
８
路
線
一

日
40
便
が
、
国
際
線
は
週
39

便
が
離
発
着
し
て
い
る
。
特

に
離
陸
時
の
騒
音
は
最
大
で

あ
り
、
そ
の
経
路
の
直
下
に

位
置
す
る
大
津
町
は
騒
音
の

影
響
を
大
き
く
受
け
て
い

る
。
私
た
ち
の
日
常
生
活
に

お
い
て
、「
会
話
が
で
き
な

い
」「
テ
レ
ビ
の
音
が
聞
こ

え
な
い
」
と
い
う
事
象
は
誰

も
が
経
験
し
て
い
る
事
で
は

な
い
か
。
航
空
機
騒
音
の
環

境
基
準
に
つ
い
て
は
、
全
地

点
達
成
し
て
い
る
が
、
年
々

便
数
も
増
加
し
て
い
る
中
に

お
い
て
、
再
度
騒
音
調
査
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

Q

A

阿蘇くまもと空港周辺地域の騒音対策について
地域住民の声を集約し要望していく

大塚　益雄議員
おおつか　 ますお

その他の質問
・大津駅南側の駐輪場について

その他の質問

組
織
や
活
動
が
大
事
な
の
か

な
ど
、
重
要
な
こ
と
は
明
文

化
し
、
町
と
し
て
示
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
。

　
　地
域
の
特
性
・
状
況
に

応
じ
た
防
災
計
画
の
策
定
や

訓
練
を
支
援
し
、
消
防
署
や

関
係
機
関
と
連
携
し
て
地
域

に
根
ざ
し
た
防
災
力
の
強
化

に
努
め
る
。
ま
た
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
に
迅
速
に
連
絡
で

き
る
よ
う
な
体
制
を
検
討
し

て
い
く
。
今
後
は
、
火
災
や

落
雷
被
害
も
想
定
し
、
対
応

力
向
上
に
資
す
る
訓
練
や
周

知
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
　
　

   

　（町
長
）

　
　
現
在
の
自
主
防
災
組
織

で
は
、
地
震
や
風
水
害
を
想

定
し
た
訓
練
が
中
心
で
あ
る

が
、
火
災
や
落
雷
被
害
も
身

近
な
災
害
で
あ
る
。
消
火
訓

練
や
水
利
の
確
認
・
防
火
講

話
・
救
命
救
急
体
験
な
ど
を

通
し
て
、
地
域
の
防
災
意
識

を
高
め
る
訓
練
と
、
火
災
時

に
地
域
住
民
が
と
る
べ
き
対

応
の
周
知
が
重
要
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
各
団
体
か
ら
知

見
を
い
た
だ
き
、
協
議
し
、

各
地
区
が
策
定
す
る
自
主
防

災
組
織
の
防
災
計
画
に
盛
り

込
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な

Q

A

地域のリーダーや住民へ火災時対応の周知を
自主防災組織などへ周知していく

清原　さおり議員
きよはら

阿蘇くまもと空港
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　現
在
、
大
津
町
で
は
８

件
、
約
４
・
９
万
㎡
の
開
発

面
積
が
あ
る
。
中
間
駅
周
辺

の
開
発
は
、
ま
だ
位
置
も
決

ま
っ
て
い
な
い
た
め
具
体
的

な
方
針
は
定
ま
っ
て
な
い
。

中
間
駅
周
辺
の
整
備
は
、
雨

水
が
地
下
へ
浸
透
し
や
す
い

透
水
性
、
排
水
性
舗
装
や
浸

透
式
調
整
器
の
導
入
の
た
め

の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
矢
護
川
圃
場
整
備
、
農

業
団
地
の
整
備
な
ど
、
大
地

を
守
る
こ
と
が
水
を
守
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
施
策
も
進

め
て
い
る
。
20
年
先
の
中
長

期
的
な
将
来
予
測
や
ビ
ジ
ョ

ン
の
必
要
性
に
つ
い
て
熊
本

県
に
伝
え
る
。
　
　（町
長
）

　
　
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
の

中
間
駅
周
辺
の
開
発
は
、
熊

本
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
構
想

の
一
環
と
し
て
検
討
中
で
あ

る
。
開
発
予
定
の
農
地
は
、

地
下
水
涵
養
の
観
点
か
ら
一

番
大
事
な
涵
養
域
だ
。
中
間

駅
周
辺
の
開
発
計
画
の
詳
細

と
町
内
全
体
で
の
企
業
開
発

予
定
面
積
を
明
ら
か
に
す
べ

き
だ
。
熊
本
県
の
地
下
水
将

来
予
測
の
信
頼
性
は
薄
い
。

熊
本
県
に
20
年
先
ま
で
の
将

来
予
測
を
行
う
よ
う
に
町
か

ら
要
請
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
そ
の
デ
ー
タ
を
元
に
し

て
、
企
業
誘
致
や
開
発
な
ど

を
し
っ
か
り
規
制
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

Q

地下水位の収支予測に基づく町づくり計画を
中長期的な将来予測について県に伝える

岩下　啓史議員
いわした　 けい し

その他の質問
・地下水を守るための施策の充実を

1213 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ
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Q
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Q

A

　
　今
回
、
議
員
か
ら
紹
介

の
あっ
た
み
ん
な
の
冷
蔵
庫
の

事
例
に
つ
い
て
は
、
社
会
福

祉
法
人
が
主
体
と
な
り
市
と

連
携
し
、
事
前
登
録
制
に
よ

り
平
日
９
時
か
ら
18
時
ま
で

常
時
開
設
さ
れ
て
い
る
。
利

用
者
に
と
っ
て
利
便
性
が
高

く
支
援
の
好
事
例
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
る
。
だ
が
、

現
時
点
で
は
常
設
型
の
導
入

は
難
し
い
。
今
後
は
町
で
実

施
し
て
い
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

の
開
催
時
期
や
頻
度
の
見
直

し
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

町
内
企
業
や
関
係
団
体
と
の

連
携
強
化
を
図
り
、
支
援
の

充
実
に
努
め
て
い
く
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
玉
名
市
で
行
わ
れ
て
い

る
重
層
的
支
援
は
、保
護
係・

生
活
支
援
係
・
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
+
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と

い
う
構
成
で
あ
る
。
相
談
内

容
に
応
じ
て
連
携
・
早
期
対

応
が
可
能
。
同
じ
課
で
生
活

保
護
申
請
・
食
糧
支
援
・
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
対
応
な
ど

が
で
き
る
。
ま
た
玉
名
市
の

街
中
に
み
ん
な
の
冷
蔵
庫
が

あ
り
、
十
八
歳
ま
で
の
子
ど

も
の
い
る
人
や
一
人
暮
ら
し

の
学
生
が
登
録
し
、
み
ん
な

の
冷
蔵
庫
か
ら
食
料
品
な
ど

を
受
け
取
れ
る
内
容
で
あ

る
。
本
町
で
も
こ
の
よ
う
な

重
層
的
な
支
援
が
必
要
で
は

な
い
か
。

Q

A

物価高対策について問う
支援のさらなる充実を進めていく

山部　良二議員
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運
用
時
間
の
厳
守
に
つ
い
て

は
、
重
要
で
あ
り
、
監
視
す

べ
き
だ
。
　
　

　
　航
空
機
騒
音
に
つ
い
て

は
、
航
空
機
騒
音
防
止
法
に

基
づ
き
騒
音
対
策
事
業
を
実

施
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て
い
る
。
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訓
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落
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訓
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に
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民
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と
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対

応
の
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知
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重
要
で
は
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か
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ま
た
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団
体
か
ら
知
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だ
き
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協
議
し
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地
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定
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災
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計
画
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盛
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は
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　こ
ど
も
基
本
法
や
大
津

町
子
ど
も
計
画
の
内
容
を
踏

ま
え
、
子
ど
も
の
権
利
を
保

障
す
る
取
組
を
進
め
て
い

る
。
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
他
自
治
体
の
動
向
も
注

視
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
意

見
表
明
や
参
加
を
制
度
的
に

保
障
す
る
あ
り
方
を
検
討
し

て
い
る
。
条
例
に
よ
っ
て
関

係
機
関
の
役
割
が
明
確
に
な

り
、
連
携
が
促
進
さ
れ
る
意

義
も
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

今
後
、
地
域
や
関
係
者
と
の

対
話
を
重
ね
な
が
ら
研
究
・

検
討
を
進
め
て
い
く
。
　

        

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
こ
ど
も
基
本
法
の
施
行

や
、
い
じ
め
・
不
登
校
・
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
虐
待
な
ど

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
子
ど

も
に
関
す
る
課
題
を
踏
ま

え
、
子
ど
も
施
策
を
総
合
的

に
進
め
る
「
こ
ど
も
条
例
」

が
必
要
で
は
な
い
か
。
条
例

が
あ
る
こ
と
で
、
関
係
機
関

の
連
携
や
大
人
の
意
識
啓
発

に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、

教
育
や
福
祉
に
関
わ
る
大
人

た
ち
に
と
っ
て
も
、
子
ど
も

の
権
利
保
障
に
向
け
た
行
動

の
方
向
性
が
明
確
に
な
る
。

子
ど
も
自
身
の
声
が
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
さ
れ
る
仕
組
み

に
も
つ
な
が
る
。町
と
し
て
、

こ
ど
も
条
例
を
制
定
す
る
考

え
は
な
い
か
。

A

子どもの権利を保障する「こども条例」の制定を
子どもを真ん中に、引き続き検討する

中山　直之議員
なかやま　なおゆき

Q

A

　
　校
区
も
改
め
て
検
討
を

要
す
る
時
期
に
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
で
き
る
こ
と
か
ら

迅
速
に
取
り
組
む
。（
町
長
）

　
　し
か
る
べ
き
時
期
に
通

学
区
域
及
び
教
育
施
設
検
討

委
員
会
を
設
置
す
る
。
大
津

小
学
校
の
マ
ン
モ
ス
化
を
抑

制
す
る
意
味
で
も
、
通
学
区

域
の
課
題
も
整
理
す
る
必
要

を
認
識
し
て
い
る
。

　令
和
９
年
・
10
年
あ
た
り

に
工
事
が
着
手
で
き
る
よ
う

に
、
目
標
と
し
て
進
め
て
い

き
た
い
。

       （
教
育
長
・
教
育
部
長
）

　
　
南
小
学
校
の
建
替
え

は
、
以
前
か
ら
早
期
の
実
現

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
個
別
施
設
計
画
で
は
令
和

９
年
・
10
年
に
建
替
え
（
校

舎
）
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
建
替
え
に
先

立
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
、
場

所
・
校
区
見
直
し
の
協
議
・

議
論
が
ま
っ
た
く
進
ん
で
い

な
い
。

　
老
朽
化
で
、
い
つ
誰
が
け

が
を
し
て
も
お
か
し
く
な
い

状
態
と
認
識
し
て
い
る
。
令

和
９
年
・
10
年
の
建
替
え
は

本
当
に
約
束
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
願
う
。
　
　

　
　町
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
、
急
激
か
つ
一
時
的
な
経

済
的
シ
ョ
ッ
ク
に
対
し
直
接

的
支
援
を
適
時
実
施
し
て
き

た
。
今
回
の
子
育
て
支
援
商

品
券
で
は
、
地
元
業
者
に
恩

恵
が
得
ら
れ
る
よ
う
設
計
し

た
。
今
後
は
人
手
不
足
に
対

応
す
る
為
の
事
業
者
に
対
す

る
支
援
を
検
討
、
中
長
期
的

な
本
質
的
対
応
を
進
め
る
事

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
T
S
M
C
関
連
進
出
の

波
及
効
果
は
限
定
的
で
あ

る
。
中
長
期
的
支
援
も
必
要

だ
が
、現
在
の
状
況
と
し
て
、

地
価
高
騰
、
物
価
高
、
人
手

不
足
問
題
と
尋
常
で
は
な

い
。
事
業
者
が
、
継
続
し
て

い
く
為
に
は
、
家
賃
補
助
、

事
業
継
続
に
対
す
る
給
付
、

雇
用
の
補
助
、
固
定
資
産
の

減
免
な
ど
、
直
接
的
支
援
も

必
要
で
は
な
い
か
。
町
は
事

業
者
の
現
状
を
真
剣
に
考
え

て
い
る
の
か
。
事
業
者
に
対

す
る
町
の
姿
勢
が
感
じ
ら
れ

な
い
。

1415 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

QQ

A

町内の商工業者に対する対策及び支援
商工会、活性化会議、企業連等意見を聞き施策を進める

Q

A

その他の質問
・令和 7年度終了の創業支援補助金の方向性

その他の質問
・3月議会の一般質問での宗教等に対応する給食に
関する答弁について

Q

AA

大津南小学校の建替えの進捗について
令和9年・10年の工事着手が目標

佐藤　真二議員
さとう　  しんじ

Q

A

　川　秀貢議員
にしかわ　 ひでつぐ

  令和7年6月定例会にて「大津町宿泊税検討委員会設置条例」を制定
宿泊税の導入目的の妥当性、使途、課税対象の範囲などを含め多様な視点で客観的
に検証する必要があり、有識者による外部検討委員会を設置し更に検討を進める。

令和 6年 3 月定例会
大津町はビジネスホテルなどの宿泊施設が多い、新た
な財源で更なる魅力化を行うため、宿泊税を導入する
考えはないか。

宿泊税の導入について検討委員会を交えて議論し検討
を深めていきたい。

令和6年6月から12月にかけて役場関係課による
検討委員会を6回開催

質問

答弁

⬇

各
議
員
紹
介        

委
員
会
紹
介        

定
例
会
総
括
　　委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　
　一
般
質
問
　
　　特
別
委
員
会
設
置
　
　
　 弔
辞
　
　
　
　
　尚
絅
大
学

各
議
員
紹
介        

委
員
会
紹
介        

定
例
会
総
括
　　委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　
　一
般
質
問
　
　　特
別
委
員
会
設
置
　
　
　 弔
辞
　
　
　
　
　尚
絅
大
学

過去の一般質問や委員会審査で議員
が行った町への提案が、実際にどの
ように町政に反映されているのかを
追跡調査してお知らせします。

？？？あの質問の行方どうなった

〈なぜ今、大津町で「子ども条例」が必要なのか〉
・令和５年度（大津町）虐待相談件数：216件
・令和６年度（大津町）不登校の児童生徒：208人
・外国にルーツを持つ子どもたちも増加中
・町長は「子育て支援・教育環境 日本一」を掲げている
・令和６年度から「子どもをまんなかに」を理念に掲げた
　「大津町こども計画」を策定

一方、子どもの権利については周知できていない

〈今、必要なことは？〉
“子ども条例” として明文化し、町の姿勢を示すことが必要

〈大津町のこども参画についての懸念点〉
・様々な背景を持つ多様なこどもが参画できているのか？
・こどもが本音を言える取り組みができているか？

〈大津町令和６年度ニーズ調査〉
こどもを見てもらえる環境について
（対象：就学前児童保護者・小学生保護者）
日常的、または緊急時に頼れる親族や友人・知人は居るか？
→就学前児童の保護者 15.5％、
　小学生保護者 17.4%が「いずれもないと回答」



　
　こ
ど
も
基
本
法
や
大
津

町
子
ど
も
計
画
の
内
容
を
踏

ま
え
、
子
ど
も
の
権
利
を
保

障
す
る
取
組
を
進
め
て
い

る
。
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
他
自
治
体
の
動
向
も
注

視
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
意

見
表
明
や
参
加
を
制
度
的
に

保
障
す
る
あ
り
方
を
検
討
し

て
い
る
。
条
例
に
よ
っ
て
関

係
機
関
の
役
割
が
明
確
に
な

り
、
連
携
が
促
進
さ
れ
る
意

義
も
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

今
後
、
地
域
や
関
係
者
と
の

対
話
を
重
ね
な
が
ら
研
究
・

検
討
を
進
め
て
い
く
。
　

        
　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）
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基
本
法
の
施
行

や
、
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じ
め
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校
・
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
虐
待
な
ど

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
子
ど

も
に
関
す
る
課
題
を
踏
ま

え
、
子
ど
も
施
策
を
総
合
的

に
進
め
る
「
こ
ど
も
条
例
」

が
必
要
で
は
な
い
か
。
条
例

が
あ
る
こ
と
で
、
関
係
機
関

の
連
携
や
大
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意
識
啓
発

に
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が
る
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け
で
な
く
、

教
育
や
福
祉
に
関
わ
る
大
人

た
ち
に
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っ
て
も
、
子
ど
も

の
権
利
保
障
に
向
け
た
行
動

の
方
向
性
が
明
確
に
な
る
。

子
ど
も
自
身
の
声
が
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
さ
れ
る
仕
組
み

に
も
つ
な
が
る
。町
と
し
て
、

こ
ど
も
条
例
を
制
定
す
る
考

え
は
な
い
か
。
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中山　直之議員
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。（
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長
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す
る
。
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の
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制
す
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で
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通
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の
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必
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。
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・
10
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あ
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り

に
工
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が
着
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う

に
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い
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の
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え

は
、
以
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早
期
の
実
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が
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る
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個
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設
計
画
で
は
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和

９
年
・
10
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に
建
替
え
（
校

舎
）
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
し
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し
、
建
替
え
に
先

立
っ
て
行
わ
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る
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き
、
場

所
・
校
区
見
直
し
の
協
議
・

議
論
が
ま
っ
た
く
進
ん
で
い

な
い
。

　
老
朽
化
で
、
い
つ
誰
が
け

が
を
し
て
も
お
か
し
く
な
い

状
態
と
認
識
し
て
い
る
。
令

和
９
年
・
10
年
の
建
替
え
は

本
当
に
約
束
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
願
う
。
　
　

　
　町
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
、
急
激
か
つ
一
時
的
な
経

済
的
シ
ョ
ッ
ク
に
対
し
直
接

的
支
援
を
適
時
実
施
し
て
き

た
。
今
回
の
子
育
て
支
援
商

品
券
で
は
、
地
元
業
者
に
恩

恵
が
得
ら
れ
る
よ
う
設
計
し

た
。
今
後
は
人
手
不
足
に
対

応
す
る
為
の
事
業
者
に
対
す

る
支
援
を
検
討
、
中
長
期
的

な
本
質
的
対
応
を
進
め
る
事

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
T
S
M
C
関
連
進
出
の

波
及
効
果
は
限
定
的
で
あ

る
。
中
長
期
的
支
援
も
必
要

だ
が
、現
在
の
状
況
と
し
て
、

地
価
高
騰
、
物
価
高
、
人
手

不
足
問
題
と
尋
常
で
は
な

い
。
事
業
者
が
、
継
続
し
て

い
く
為
に
は
、
家
賃
補
助
、

事
業
継
続
に
対
す
る
給
付
、

雇
用
の
補
助
、
固
定
資
産
の

減
免
な
ど
、
直
接
的
支
援
も

必
要
で
は
な
い
か
。
町
は
事

業
者
の
現
状
を
真
剣
に
考
え

て
い
る
の
か
。
事
業
者
に
対

す
る
町
の
姿
勢
が
感
じ
ら
れ

な
い
。
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宿泊税の導入目的の妥当性、使途、課税対象の範囲などを含め多様な視点で客観的
に検証する必要があり、有識者による外部検討委員会を設置し更に検討を進める。

令和 6年 3 月定例会
大津町はビジネスホテルなどの宿泊施設が多い、新た
な財源で更なる魅力化を行うため、宿泊税を導入する
考えはないか。

宿泊税の導入について検討委員会を交えて議論し検討
を深めていきたい。
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過去の一般質問や委員会審査で議員
が行った町への提案が、実際にどの
ように町政に反映されているのかを
追跡調査してお知らせします。

？？？あの質問の行方どうなった

〈なぜ今、大津町で「子ども条例」が必要なのか〉
・令和５年度（大津町）虐待相談件数：216件
・令和６年度（大津町）不登校の児童生徒：208人
・外国にルーツを持つ子どもたちも増加中
・町長は「子育て支援・教育環境 日本一」を掲げている
・令和６年度から「子どもをまんなかに」を理念に掲げた
　「大津町こども計画」を策定

一方、子どもの権利については周知できていない

〈今、必要なことは？〉
“子ども条例” として明文化し、町の姿勢を示すことが必要

〈大津町のこども参画についての懸念点〉
・様々な背景を持つ多様なこどもが参画できているのか？
・こどもが本音を言える取り組みができているか？

〈大津町令和６年度ニーズ調査〉
こどもを見てもらえる環境について
（対象：就学前児童保護者・小学生保護者）
日常的、または緊急時に頼れる親族や友人・知人は居るか？
→就学前児童の保護者 15.5％、
　小学生保護者 17.4%が「いずれもないと回答」
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議会改革推進
都市計画等調査 特別委員会を設置
　現在の町や議会の大きな課題に、議会として重点的、効果的に取り組むため、２つの
特別委員会を設置しました。

2つ以上の常任委員会の所管にわたる事件や、特に重要な案件で集中的に審査するために設
置する委員会。委員会条例に基づき、必要がある場合において、議決を経て設置することが
できます。

将来のまちの姿を見据え、暮らしやすく、持続可能なまちをつくるために、都市の将来像や土
地利用、交通、公共施設整備などの方向性を示す、市町村が定める「まちづくりの基本方針」
です。

居住機能や医療・福祉・商業、公共交通等のさまざまな都市機能の誘導により、都市全域を
見渡し、持続可能な都市構造を目指す包括的なマスタープランです。

〇特別委員会

〇都市計画マスタープラン

〇立地適正化計画

用語解説

議会改革推進特別委員会
　令和３年の町議会議員選挙が無投票となったことを受
け、議会活性化特別委員会を設置し、「議員のなり手不足」
対策に取り組み、今回選挙では一定の成果を得ることが
できました。
　その反面「議会の見える化」などの取組については、
課題も残っています。

　これから、さらに「議会の見える化」や「議会機能の
充実」を進めるため、議会改革推進特別委員会を設置し
ます。

　現在、町では「都市計画マスタープラン」や「立地適正化
計画」など、まちづくりの重要な計画が策定されています。
　こうした計画は、町の将来像と同時に、現在の行財政に
大きな影響を与えるもので、議会としてしっかりと理解す
る必要がありますが、通常の活動では十分な対応ができ
ません。

　こうした計画等について詳しく説明を受け、意見を述べ
る場を設けるため、都市計画等調査特別委員会を設置し
ます。　

委 員 長
副委員長
委 員

委 員 長
副委員長
委 員

佐藤　真二
三宮　美香
　川　秀貢
清原さおり
岩下　啓史

大塚　勝二
大村裕一郎
大塚　益雄
時松　智弘
村山　龍一

都市計画等調査特別委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月２２日　大津町議会一同

大塚議員は、平成9年の初当選以来、20年以上にわたって町政の中枢を担い、
多くの要職を歴任されました。とりわけ、平成25年からの4年間は議長として議会
を牽引され、そのリーダーシップと献身的な姿勢は、今なお多くの議員の記憶に深
く刻まれています。
平成28年に発生した熊本地震に際しては、連日のように災害対策本部へ足を運
ばれ、役場執行部と密に連携を取りながら、町民の安全と安心のために尽力され
ました。そのお姿は、まさに町を守る「砦」として、多くの人々に勇気と安心を与
えてくださいました。
また、平成27年には、議会だよりの充実を目指し、尚絅大学との連携協力協定
を結ばれるなど、町議会の情報発信の在り方にも先進的な取り組みを推進されま
した。今日の大津町議会だよりの礎は、大塚議員の努力によるものであり、県内
外からも高い評価を受けるに至っております。
地元である大津町の小中学校を卒業され勉学のために上京されましたが、再びふ
るさと大津町へ戻り、町民のために尽力された人生でした。議員としての活動だけ
でなく、幼少期から親しまれていた野球を通して、大津町軟式野球協会の会長と
してもスポーツ振興に取り組まれました。晩年には、小学生の登校時に見守り活動
を行われるなど、町の未来を担う子どもたちへの温かい眼差しを最後まで持ち続け
ておられました。
また、文化財保護への関心も高く、国指定重要文化財である江藤家住宅につい
ても一般質問を通して取り上げられるなど、大津町の歴史と文化への深い理解と愛
情を持っておられたことが印象に残っています。
今議会だよりに記されるはずだった「持続的発展へ地域の想い果たす」という
お言葉には、大塚議員がこの町の未来をどれだけ真剣に考えておられたか、その
想いが凝縮されています。
昼休みに奥様の手作りのお弁当をおいしそうに召し上がっていたお姿、ニュース
の話題について後輩議員に分かりやすく解説されていたお姿、そして、議会だより
にいつも目を通し広報委員長へアドバイスをされていたお姿、決して忘れることはで
きません。
大塚議員が残された多くの功績と、町への深い愛情は、今後も私たち大津町議
会議員全員がしっかりと受け継ぎ、より良き大津町を築いていくために尽くしてまい
ります。
大塚龍一郎議員、本当にありがとうございました。
どうか安らかにお眠りください。
心よりご冥福をお祈り申し上げます。

弔辞　大塚龍一郎議員
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議会改革推進
都市計画等調査 特別委員会を設置
　現在の町や議会の大きな課題に、議会として重点的、効果的に取り組むため、２つの
特別委員会を設置しました。

2つ以上の常任委員会の所管にわたる事件や、特に重要な案件で集中的に審査するために設
置する委員会。委員会条例に基づき、必要がある場合において、議決を経て設置することが
できます。

将来のまちの姿を見据え、暮らしやすく、持続可能なまちをつくるために、都市の将来像や土
地利用、交通、公共施設整備などの方向性を示す、市町村が定める「まちづくりの基本方針」
です。

居住機能や医療・福祉・商業、公共交通等のさまざまな都市機能の誘導により、都市全域を
見渡し、持続可能な都市構造を目指す包括的なマスタープランです。

〇特別委員会

〇都市計画マスタープラン

〇立地適正化計画

用語解説

議会改革推進特別委員会
　令和３年の町議会議員選挙が無投票となったことを受
け、議会活性化特別委員会を設置し、「議員のなり手不足」
対策に取り組み、今回選挙では一定の成果を得ることが
できました。
　その反面「議会の見える化」などの取組については、
課題も残っています。

　これから、さらに「議会の見える化」や「議会機能の
充実」を進めるため、議会改革推進特別委員会を設置し
ます。

　現在、町では「都市計画マスタープラン」や「立地適正化
計画」など、まちづくりの重要な計画が策定されています。
　こうした計画は、町の将来像と同時に、現在の行財政に
大きな影響を与えるもので、議会としてしっかりと理解す
る必要がありますが、通常の活動では十分な対応ができ
ません。

　こうした計画等について詳しく説明を受け、意見を述べ
る場を設けるため、都市計画等調査特別委員会を設置し
ます。　

委 員 長
副委員長
委 員

委 員 長
副委員長
委 員

佐藤　真二
三宮　美香
　川　秀貢
清原さおり
岩下　啓史

大塚　勝二
大村裕一郎
大塚　益雄
時松　智弘
村山　龍一

都市計画等調査特別委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月２２日　大津町議会一同

大塚議員は、平成9年の初当選以来、20年以上にわたって町政の中枢を担い、
多くの要職を歴任されました。とりわけ、平成25年からの4年間は議長として議会
を牽引され、そのリーダーシップと献身的な姿勢は、今なお多くの議員の記憶に深
く刻まれています。
平成28年に発生した熊本地震に際しては、連日のように災害対策本部へ足を運
ばれ、役場執行部と密に連携を取りながら、町民の安全と安心のために尽力され
ました。そのお姿は、まさに町を守る「砦」として、多くの人々に勇気と安心を与
えてくださいました。
また、平成27年には、議会だよりの充実を目指し、尚絅大学との連携協力協定
を結ばれるなど、町議会の情報発信の在り方にも先進的な取り組みを推進されま
した。今日の大津町議会だよりの礎は、大塚議員の努力によるものであり、県内
外からも高い評価を受けるに至っております。
地元である大津町の小中学校を卒業され勉学のために上京されましたが、再びふ
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想いが凝縮されています。
昼休みに奥様の手作りのお弁当をおいしそうに召し上がっていたお姿、ニュース
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尚絅大学生によるレポート若者の視点 3737

大津町議員との意見交換会を終えて

きやま

現代文化学部
１年

木山さくらさん

みやもと　う   み

現代文化学部
1 年

宮本佑美さん

　普段議員の方々がどういったことをして
いるのか知る機会が少ないので、今回の話
し合いでとても貴重な経験ができました。
　また女性で出産経験のある方や、幅広
い年代の方々が議員として活躍されてい
て、色々な立場や観点から問題解決に取
り組まれているんだなと思いました。
　お話を聞いたり大津町議会だよりを読
んだりして印象に残ったことは、地域の活
動でポイントがもらえる「水水ポイント」が
あることと、闇バイトを防ぐにはというお話
です。私は大津町に住んだことがないので
「水水ポイント」の存在をまったく知らな
かったのですが、調べてみたところ、道路
を清掃したりボランティアをすると活動した時間によって地域通貨と交換できるというもの
で、町内のスポーツジムなどで使用できるそうです。
　このような取り組みは、小学生がボランティアに興味を持つきっかけにもなるし、高齢者
が地域とのつながりをもつことができ、健康的な生活が送れるなどさまざまな良い影響があ
ると思います。ぜひ熊本県全域で実施してほしいと思いました。

　私は、大津町の議員の皆さんのお話を聞いて、印象に残ったことが2つあります。
　１つめは、大津町議会だよりへのこだわりについて。前のものと比べて、文字量が少なくな
り写真やイラストが多くなっていたり、ＱＲコードを活用して本会議の動画を見られるように
するなど、見やすく、分かりやすくなっています。議会だよりで議会のことを地域の方に「見え
る化」するためにさまざまな工夫が凝らされています。
　２つめは、仕事内容について。私は、今まで議員とは会議をするだけの存在だと思ってい
ましたが、実際議員の方は現場に足を運んだり、地域の方々の相談や要望を聞いたりするな
ど、幅広く活動されていたことを知りました。
　また、議員の方の自己紹介における「なぜ議員になったのか」というセッションで、大津町
をよりよくしたいということを共通しておっしゃっており、実際に大津町のためにさまざまに尽
力されていることが分かり、地域の方々にとって議員の皆さんはとても心強い存在なのだろ
うなと感じました。今回の交流会で、議会について興味を持てたので、自分が住んでいる町
の議会のことも調べてみたいと思いました。

　尚絅大学現代文化学部１年生と大津町議会広報編集委員と意見交換会を行いました。
1年生の学生は日頃議員や政治と接する機会があまりないのですが、今回3人の新人議員を
含む議員5人からさまざまな話をうかがい、政治との距離が一気に縮まりました。
　以下学生の声を抜粋し紹介します。

　５月23日(金)、大津町議会広報編集特別委員会の委員５人が、熊本市中央区九品寺にある尚絅大学を訪問
し、現代文化学部1年生の21人と意見交換会を行いました。
　冒頭では、大村広報編集特別委員長が大津町および町議会の概要を、スライドなどを用いて説明。その後、
学生の皆さんから寄せられた質問に答えました。以下はその一部です。

Q：多くの企業が進出し、建物が増える一方で、畑や山林が減っていると感じます。空き地で遊ぶ
のが好きだったので少し寂しい気持ちがあります。環境保護の観点から、議員の皆さんはどの
ように考えていますか。

A： 議員として、また町民としても強く問題意識を持っています。農業や林業などの一次産業は守
るべき重要な分野です。何よりも、地域住民の皆さんとの対話を重ね、多角的な視点から議論
を進めていくことが大切だと考えています。

Q： SNSなどで情報が氾濫する時代です。便利な反面、フェイクニュースやデマもあります。どの
ように見極めるべきだと考えますか。

A： 以前から、個人が発信する情報には真偽不明なものもありましたが、今はそれが広く拡散され
やすい時代になりました。重要なのは、情報をすぐに鵜呑みにせず、拡散せず、出所や根拠を
確かめる姿勢です。なお、「議会だより」は行政職員も確認しており、多くの目を通した信頼性
の高い情報です。情報を見極める力を養うことが大切だと思います。

Q： 多くの意見や要望が寄せられる中で、優先順位はどのように決めているのですか。
A： たとえば「道路の陥没がひどい」といった相談を受けることがありますが、対応には予算が必
要なことも多いです。現場を確認し、地域の区長さんなどと連携しながら、必要性の高いもの
から進めています。

Q：「議会だより」の写真の画質が粗いものがあります。ある程度、統一した方が良いのではない
でしょうか。

A： ご指摘ありがとうございます。写真データが手に入らず、スキャン画像を使用することがあり
ます。今後はできるだけデータでの入稿を徹底していきたいと考えています。

　最後に、大村委員長が「皆さんの地域の『議会だより』も、ぜひ関心を持って読んでみてください」と挨拶
を述べました。質疑応答は多岐にわたり、たいへん有意義な意見交換となりました。

　７月４日（金）、大津小学校６年生の４クラス・計１33人が出前講座の
一環として大津町議場を訪れ、議会や議員の役割について学びました。
　はじめに、議会事務局職員がスライドを使い、時折クイズを交えなが
ら、議会や議員の仕組みについて分かりやすく説明。その後、職員が町

長役を務め、模擬採決が行われました。
　「学校のすべての水道の蛇口から
ジュースを出す」「長期休みの宿題をなく
す代わりに、平日の宿題を２倍にする」
「月曜から土曜まで登校する代わりに、毎
日４時間授業にする」など、学校生活に関
わる模擬提案が町長役から提示されました。
　児童からは「ジュースは１種類だけですか？」「歯みがきの時もジュースですか？」と
いった鋭い質問が飛び出し、町長役の職員が返答に困る場面も。質疑の後には賛
成・反対の討論が行われ、最後に実際の議員と同じボタンを使って採決が行われま
した。結果が発表されると、議場には歓声が響いていました。

大津小学校６年生  出前講座で議会を学ぶ

質疑や討論の時間では、活発に
意見が交わされていました。
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賛成・反対を表明しました！
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り組まれているんだなと思いました。
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んだりして印象に残ったことは、地域の活
動でポイントがもらえる「水水ポイント」が
あることと、闇バイトを防ぐにはというお話
です。私は大津町に住んだことがないので
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　このような取り組みは、小学生がボランティアに興味を持つきっかけにもなるし、高齢者
が地域とのつながりをもつことができ、健康的な生活が送れるなどさまざまな良い影響があ
ると思います。ぜひ熊本県全域で実施してほしいと思いました。

　私は、大津町の議員の皆さんのお話を聞いて、印象に残ったことが2つあります。
　１つめは、大津町議会だよりへのこだわりについて。前のものと比べて、文字量が少なくな
り写真やイラストが多くなっていたり、ＱＲコードを活用して本会議の動画を見られるように
するなど、見やすく、分かりやすくなっています。議会だよりで議会のことを地域の方に「見え
る化」するためにさまざまな工夫が凝らされています。
　２つめは、仕事内容について。私は、今まで議員とは会議をするだけの存在だと思ってい
ましたが、実際議員の方は現場に足を運んだり、地域の方々の相談や要望を聞いたりするな
ど、幅広く活動されていたことを知りました。
　また、議員の方の自己紹介における「なぜ議員になったのか」というセッションで、大津町
をよりよくしたいということを共通しておっしゃっており、実際に大津町のためにさまざまに尽
力されていることが分かり、地域の方々にとって議員の皆さんはとても心強い存在なのだろ
うなと感じました。今回の交流会で、議会について興味を持てたので、自分が住んでいる町
の議会のことも調べてみたいと思いました。

　尚絅大学現代文化学部１年生と大津町議会広報編集委員と意見交換会を行いました。
1年生の学生は日頃議員や政治と接する機会があまりないのですが、今回3人の新人議員を
含む議員5人からさまざまな話をうかがい、政治との距離が一気に縮まりました。
　以下学生の声を抜粋し紹介します。

　５月23日(金)、大津町議会広報編集特別委員会の委員５人が、熊本市中央区九品寺にある尚絅大学を訪問
し、現代文化学部1年生の21人と意見交換会を行いました。
　冒頭では、大村広報編集特別委員長が大津町および町議会の概要を、スライドなどを用いて説明。その後、
学生の皆さんから寄せられた質問に答えました。以下はその一部です。

Q：多くの企業が進出し、建物が増える一方で、畑や山林が減っていると感じます。空き地で遊ぶ
のが好きだったので少し寂しい気持ちがあります。環境保護の観点から、議員の皆さんはどの
ように考えていますか。

A： 議員として、また町民としても強く問題意識を持っています。農業や林業などの一次産業は守
るべき重要な分野です。何よりも、地域住民の皆さんとの対話を重ね、多角的な視点から議論
を進めていくことが大切だと考えています。

Q： SNSなどで情報が氾濫する時代です。便利な反面、フェイクニュースやデマもあります。どの
ように見極めるべきだと考えますか。

A： 以前から、個人が発信する情報には真偽不明なものもありましたが、今はそれが広く拡散され
やすい時代になりました。重要なのは、情報をすぐに鵜呑みにせず、拡散せず、出所や根拠を
確かめる姿勢です。なお、「議会だより」は行政職員も確認しており、多くの目を通した信頼性
の高い情報です。情報を見極める力を養うことが大切だと思います。

Q： 多くの意見や要望が寄せられる中で、優先順位はどのように決めているのですか。
A： たとえば「道路の陥没がひどい」といった相談を受けることがありますが、対応には予算が必
要なことも多いです。現場を確認し、地域の区長さんなどと連携しながら、必要性の高いもの
から進めています。

Q：「議会だより」の写真の画質が粗いものがあります。ある程度、統一した方が良いのではない
でしょうか。

A： ご指摘ありがとうございます。写真データが手に入らず、スキャン画像を使用することがあり
ます。今後はできるだけデータでの入稿を徹底していきたいと考えています。

　最後に、大村委員長が「皆さんの地域の『議会だより』も、ぜひ関心を持って読んでみてください」と挨拶
を述べました。質疑応答は多岐にわたり、たいへん有意義な意見交換となりました。

　７月４日（金）、大津小学校６年生の４クラス・計１33人が出前講座の
一環として大津町議場を訪れ、議会や議員の役割について学びました。
　はじめに、議会事務局職員がスライドを使い、時折クイズを交えなが
ら、議会や議員の仕組みについて分かりやすく説明。その後、職員が町

長役を務め、模擬採決が行われました。
　「学校のすべての水道の蛇口から
ジュースを出す」「長期休みの宿題をなく
す代わりに、平日の宿題を２倍にする」
「月曜から土曜まで登校する代わりに、毎
日４時間授業にする」など、学校生活に関
わる模擬提案が町長役から提示されました。
　児童からは「ジュースは１種類だけですか？」「歯みがきの時もジュースですか？」と
いった鋭い質問が飛び出し、町長役の職員が返答に困る場面も。質疑の後には賛
成・反対の討論が行われ、最後に実際の議員と同じボタンを使って採決が行われま
した。結果が発表されると、議場には歓声が響いていました。

大津小学校６年生  出前講座で議会を学ぶ

質疑や討論の時間では、活発に
意見が交わされていました。
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実際に採決ボタンを押して
賛成・反対を表明しました！
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本会議動画配信
配信中

議会だよりが
読めるアプリ

議 会 を 　 　 の 生 の 声観 て
6月定例会の傍聴者数のべ108人、ライブ配信再生回数821回  録画配信再生回数245回(7/15時点)  

　初めてオンラインで議会を傍聴しました。
最近目まぐるしく変わる大津町の状況を議員の皆さんがどのように考えてられ
るのか気になったこと、また、普段お世話になっている方が議員になられた
ことが傍聴のきっかけです。
　SNS などでは、意見がまとまらず行政が立ち行かなくなるような話も見聞
きすることがありますが、大津町議会では、町民の暮らしを良くするために
真剣に話し合われていることが伝わってきました。
　これからも町長はじめ、議員の皆様や役場の方々が町民のために尽力して
くださることで、今以上に暮らしやすく良い大津町になると思います。

町を動かす現場を見た

興梠　寿宏さん
（大津）

こうろぎ　　としひろ

　6月11日議会傍聴をしました。 TSMCが来てから地下水や環境が心配で傍
聴にきました。私は結婚して埼玉県所沢市から30年前に大津町に来ました。
所沢では、子どものアトピーがひどかったのですが、大津町にきて半年でよく
なりました。熊本の空気と水道水が美味しいからだと思います。
　最近の大津町は環境の変化や地下水がとても気になります。一般質問の
中で「熊本県は地下水の将来予測を5年先まで」しか示さないそうですが、「長
期的に20年先まで将来予測は必要」との一般質問に金田町長が「県に20年
先まで長期的に見ていくよう要請していく」と言われました。ぜひ強く県に要
請していただきたいです。よろしくお願いします。

大津町の環境や地下水を守ってほしい

あら き　　  さち こ

荒木　幸子さん
（高尾野）

令和7年8月1日　第112号　発行／熊本県菊池郡大津町議会
編集／議会広報編集特別委員会　印刷／株式会社キャップ
〒869-1292　熊本県菊池郡大津町大津1233   ☎（096）293-8989

編 集 後 記
次回定例会は

9月2日(火)開催予定
（日 程 は変 更になる場 合 が あります）
日程　9月2日（火）～22日（月）（予定）
会場　庁舎　４階　議場

▼例年より梅雨が短く、暑い毎日が続いていますが、みな
さまいかがお過ごしでしょうか。熱中症に十分気をつけ、
お身体ご自愛いただき、暑い暑い夏を乗り切っていただき
ますようお祈り申し上げます。▼今回初めて、議会だよりの
ウェブアンケートを実施することにしました。以下の二次
元コードをスマートフォンなどで読み取っていただき、設問

に答える方式でいつでも簡単に送信する
ことができます。ぜひお気軽にアンケー
トにお答えください。いただきましたご意
見を参考に、誌面の更なる充実に
取り組んでまいりたいと思います。      
　　　　　　　　　　　　　（清原）

議会広報編集特別委員会
編　　   集：(委員長）大村 裕一郎  （副委員長）清原 さおり
 　 （委　員）三宮 美香/村山 龍一/中山 直之
発行責任者：(議　長）坂本 典光

大津小学校6年生 出前講座で議会を学ぶ（P19に記事）


